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＜学校教育目標＞ 自ら学び心豊かでたくましい子どもを育てる  ７月１９日（金）（文責 校長)   

  

夏休みスタート！ 
明日から夏休みが始まります。７月に入り暑い日が続き、熱中症に注意しながら子どもた

ちは過ごしてきました。（プール水泳が中止になるとこともありました。）引き続き、休業中

の子どもたちの健康管理をよろしくお願いします。また、各学級では、１学期を振り返り、

子どもたちが自分自身の成長と、さらに努力すべき点についてしっかりと理解できるように

指導してきました。このような中、７月１６日（火）から、子どもたちの１学期の頑張りや

夏休みの過ごし方などについて保護者の皆様と懇談をいたしました。懇談会においては、子

どもたちの成長の記録である通知表「のびゆくすがた」の評価の方法等を記したプリントを

配布しました。ご家庭におかれましては、懇談会で話し合われた内容や「のびゆくすがた」

を参考に、子どもたちによきアドバイスをお願いしたします。 

 

【大きな歓声のもとプール水泳ができました】 

 保護者の皆様の協力のもと、きれいになったプールで水泳指導をすることができまし

た。ありがとうございました。子どもたちは、友だちと大きな歓声をあげながら楽しそう

に泳いでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ６月２６日（水）に明神地区集会所で「なかよしクラブ開講式」がありました。津市教

育委員会人権教育担当指導主事の中西先生によるワークショップがありました。「人は思い

込みによって行動が左右される」「錯覚によって正しい判断がで

きない場合がある」「直接体験することの大切さ」等について学

習しました。また、７月６日（土）には、熱中症が心配でしたが、

「明神地区ウォークラリー」を開催することができました。子ど

もたちは、チェックポイントでクイズやゲームをして全員がゴ

ールをすることができました。地域のたくさんの人と出会い、自
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然に触れ合うことで新たな発見があったことだと思います。次の行事が今から楽しみです。 

 明日２０日（土）から９月１日（日）までの４４日間が今年の夏休みになります。熱中症、

交通事故、水難事故等が心配です。子ども同士で危険な場所に出かけたり、家族に無断で遊

びに行ったりしないよう十分気をつけてほしいと思います。 

【今後の主な予定】 

７月１９日（金）１学期終業式 

８月１３日（火）～１６日（金）校務休止日 

８月２４日（土）AM８：００から PTA該当者による奉仕作業 

９月２日（金）始業式 

 

※ 熱中症警戒アラート 

6 月下旬から 7 月上旬には気温の上昇に伴い、児童の熱中症対策に注意をはらいなが

らの学校運営でした。 

「熱中症警戒アラート」は、熱中症の危険性が極めて高くなると予測された際に、危

険な暑さへの注意を呼びかけ、 熱中症予防行動をとっていただくよう促すため環境省と

気象庁から出される情報です。「熱中症警戒アラート」が出された場合、エアコン等が設

置されていない屋内外での運動は、原則中止または延期するとされています。 

長期休業中も暑い日が続くと思われます。「熱中症警戒アラート」等の情報を参考に、

子どもたちの健康管理をよろしくお願いします。 

 

 

〇校長のつぶやき 

 子どもたちに日々の授業の様子を聞いていただくと「これまでの授業とは違うなあ。」と

感じたことはありませんか？ 

先月、6年生の社会科の授業で研究授業を行いました。その授業は、それぞれが課題を持

ち、自分の方法で（友だちと相談したり、一人で考えたりまた、ネットを知らべたり）学

習を深める授業です。教師が教える授業ではなく、児童自らが主体となる授業です。とか

く、私たちは、教師が黒板を背に教え、児童はそれを受けて答える授業をイメージします。

これからの変化の激しい時代を生きる子どもたちには、様々な課題を自らが主体となって

向き合っていく力が必要になっています。このような力を育むために引き続き「授業改善」

に取り組んでいきます。よろしくお願いします。 

（教職員の働き方改革の推進） 

 夏休みの教職員の勤務内容は、子どもたちはいませんが、１学期の残務処理、２学期の

準備、各種研修会の参加等です。８：３０～１７：００が勤務時間となり、１７：００以

降は不在となる場合が多くなります。また、夏休みは、教職員に対して心身のリフレッシ

ュ等のため年休等の取得を促進しています。 

引き続き、教職員が心身ともに万全の状態で子どもたちと向き合うために、定時退校等

の働き方改革の推進についてご理解をよろしくお願いします。 

 

 



 

 


